
林
裸
幼隣
新
年
度
は
救
急
と
連
携
七

気
仙
地
区
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
つ
く
る

一
般
社
団
法
人

・
未
来
か
な
え
機
構

（
代
表
理

事

・
滝
田
有
気
仙
医
師
会
長
）
の
地
域
医
療

・
介
護
連
携
工
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
シ
ス

テ
ム

「未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
」
は
、
住
民
参
加
数
が
２９
日
現
在
で
８
２
０
０
人
を
超
え
た
。

全
国
的
に
も
高
い
加
入
率
が
注
目
を
浴
び
る
中
、
新
年
度
は
富
城
県
内
や

一
関
、
遠
野
と
の

連
携
拡
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
着
手
。
救
急
車
と
救
急
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
情
報
オ
ン

ラ
イ
ン
化
や
、
小
児
科
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
証
実
験
も
計
画
し
て
い
る
。

本年度の実績 と新年度の方向性を確認 した理事会圭大船渡

同
機
構
は
、
２８
日
夜
に
大
船

渡
市
盛
町
の
シ
ー
パ
ル
大
船
渡

で
理
事
会
を
開
催
。
理
事
や
事

務
局
関
係
者
ら
約
２０
人
が
出
席

し
、
本
年
度
の
実
績
と
新
年
度

の
事
業
計
画
の
方
向
性
を
協
議

し
た
。

平
成
２３
年
１２
月
に
国
か
ら
選

定
さ
れ
た
気
仙
広
域
環
境
未
来

都
市
構
想
に
基
づ
き
、
同
機
構

は
医
療

・
介
護

・
福
祉
の
連
携

モ
デ
ル
構
築
を
目
指
す
２
市
１

町
の
医
療
や
介
護
、
行
政
関
係

者
ら
で

一
昨
年
４
月
に
設
立
。

気
仙
の
各
病
院
、
医
科

・
歯
科

診
療
所
、
介
護
事
業
所
、
調
剤

薬
局
な
ど
で
、
患
者
の
各
種
医

療
情
報
を
共
有
。
業
務
効
率
化

や
、
患
者
ら
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
見
据
え
る
。

登
録
し
た
住
民
が
い
つ
、
ど

こ
で
診
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
か
、
ど
の
よ
う
な
薬
を

処
方
し
た
か
な
ど
の
情
報
を

一

元
的
に
集
約

・
管
理
し
、
参
加

機
関
相
互
で
確
認
で
き
る
。
住

民
側
に
と

っ
て
は
▽
別
の
診
療

所
な
ど
で
の
治
療
や
薬
の
状
況

を
説
明
す
る
面
倒
が
減
る
▽
施

設
を
移
る
た
び
に
同
じ
検
査
を

繰
り
返
し
た
り
、
同
じ
薬
を
重

複
す
る
こ
と
が
減
る
▽
災
害
時

に
情
報
が
残
り
、
治
療

「
介
護

が
継
続
し
や
す
い
―
―
と
い

っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

運
用
は
昨
年

４
月
か
ら
始

め
、
住
民
登
録
は

一
昨
年
１２
月

か
ら
受
け
付
け
た
。
県
が
ま
と

め
る
気
仙
の
人
口
推
計
速
報
に

よ
る
と
２
月
１
日
現
在
の
３
市

町
計
は
６
万
２
４
０
１
人
で
あ

る
中
、
現
在
は
８
２
０
０
人
を

超
え
、
登
録
率
は
１３
％
を
超
え

る
。
地
域
に
お
け
る
介
護
力
の

向
上
や
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
も
重
ね
て
き
た
。

気
仙
に
あ
る
医
療
、
福
祉
関

連
施
設
数
は
１
０
０
程
度
の
中

で
、
参
加
機
関

・
施
設
数
は
４

月
に
は
４７
と
な
る
。
住
民
、
機

関

・
施
設
と
も
参
加
が
増
え
る

ほ
ど
シ
ス
テ
ム
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
全

国
で
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
運

用
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
住

民
参
加
が
１
％
前
後
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
中
、
総
務
省
の
ク

ラ
ウ
ド
型
Ｅ
Ｈ
Ｒ

（医
療
情
報

連
携
基
盤
）
高
度
化
事
業
の
運

用
モ
デ
ル
と
し
て
、
未
来
か
な

え
ネ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
が
選
ば

れ
た
。
気
仙
の
住
民
は

一
関
や

気
仙
沼
の
医
療
施
設
、
東
北
大

病
院
の
利
用
も
多
い
中
、
コ
ネ

ク
タ
サ
ー
バ
ー
な
ど
を
用
い
る

こ
と
で
連
携
充
実
を
図
る
。
ま

た
、
住
田
町
民
の
利
用
が
多
い

遠
野
の
医
療
機
関
も
見
据
え

る
。新

年
度
は
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
救
急
車
と
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

進
め
る
。
救
急
車
か
ら
搬
送
先

の
病
院
な
ど
に
患
者
情
報
を
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
で
、
さ
ら
な
る

救
命
処
置
向
上
が
見
込
ま
れ

る
。
現
段
階
で
は
大
船
渡
、
陸

前
高
田
の
各
消
防
本
部
が
持
つ

救
急
車
１
台
で
５
月
か
ら
試
験

運
用
を
始
め
、
全
９
台
で
の
本

格
運
用
は
９
月
を
見
込
む
。

理
事
会
で
は
、
東
京
の
医
療

関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
手
が

け
る
遠
隔
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス

と
連
携
し
た
実
証
実
験
を
進
め

る
方
針
も
確
認
。
こ
の
企
業
は
、

平
日
午
後
６
～
１０
時
に
通
信
ア

プ
リ

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
を
用

い
て
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
、
電
話
な
ど
で
気
軽
に
小

児
科
医
に
相
談
で
き
る
会
員
制

サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る
。

出
席
者
か
ら
は
、
子
育
て
世
代

の
不
安
解
消
や
救
急
医
療
の
正

し
い
利
用

へ
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
。

一

こ
の
ほ
か
、
新
年
度
は
▽
病

院
と
介
護
の
情
報
連
携
シ
ー
ト

の
統

一
化
▽
訪
問
系
の
看
護

・

介
護
サ
十
ビ
ス
ヘ
の
バ
イ
タ
ル

機
器

（体
温
、
脈
拍
、
血
圧
な

ど
の
測
定
）
の
導
入
―
―
も
展

期
ｒ
雑
徳
診
断
結
果
つ
連
携
も

滝
田
代
表
理
事
は

「地
域
介

護
の
集
会
な
ど
と
合
わ
せ
て
参

加
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
浸
透

し
て
き
た
と
い
う
感
は
あ
る
。

『
患
者
さ
ん
』
で
は
な
く

『
住

民
の
方
々
』
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
の
が
、
今
の
段
階

で
は
成
功
の
要
因
と
思

っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
参
加
比
率
が
高

い
が
、
子
育
て
世
代
「
若
い
世

代
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
仕
組
み

づ
く
り
も
大
事
」
と
語
る
。

参
加
申
込
書
を
気
仙
３
市
町

の
全
世
帯
に
配
布
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
住
民
参
加
拡
大
に
力

を
入
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、

同
機
構

（
住
田
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
Ｌ
２２
・
７
２
６
１
、

土
日

ｏ
祝
日
除
く
）

へ
。
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